
【九州・沖縄ブロック】  

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 体名 熊本市 上下水道局 

② 業名 （仮称）熊本市下水道管路施設維持管理等包括的民間委託業務 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

検討ステージの考え方 

1.事業発案 

対象地等の活用方針が明確に決まっておらず、助言・提案を受

けて新たに計画を検討する段階であり、民間事業者から自由度

の高い助言・提案を希望するもの。 

 

熊本市における下水道管路の維持管理について、効率的なアセ

ットマネジメントを実施するために、民間事業者がもつノウハ

ウを活用したいと考えているが、事業手法等については具体的

に決まっておらず、民間事業者からの助言・提案を踏まえ決め

る予定としている段階。 
 

④サウンディングの目的 本市における下水道管路の維持管理については、今後布設より 50

年を超える老朽管が急増することが想定される。 

また、財源及び職員数は減少傾向にあり、このままでは適切な維

持管理を行うことができなくなることが懸念されている。 

そこで、民間事業者のリソースやノウハウを活用することで、効

率的なアセットマネジメントを実施したいと考えており、そのた

めの手法やスキームについて意見を収集することが目的である。 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

【是非御回答いただきたい事項】 

〇本市の下水道管路維持管理業務について、官民連携実施の余地

はあるのか、また、受注者がいるのかについて意見をいただき

たい。 

○下水道管路の維持管理についてどのような手法が適しているの

かについて提案いただきたい。 

〇どのような事業スキームが望ましいかについて提案いただきた

い。（業務内容・エリア・年数など） 

○今後、発注に向けて整理すべき情報や検討事項があれば提案い



ただきたい。 

④対話を希望する業種 

 

1.設計    2.建設    3.不動産 

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（          ） 

8.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

②事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

下水道管路施設の維持管理業務 

○予防保全型業務 

点検、調査、清掃、設計、改築等 

○事後保全型業務 

点検、調査、清掃、害虫駆除、修繕、公共桝設置、要望・苦情

受付、窓口・電話対応、緊急対応等 

○その他業務 

 不明水対策、水防、災害対応等 

③ 状及び課題 【施設の状況】 

熊本市の下水道事業は、昭和 23 年に戦災復興事業の一環とし

て市役所周辺の中心市街地約 278ha の事業認可を受けて以降、

事業進捗に併せて区域拡大を図り、平成 30 年度末の事業計画区

域面積は合併町を含めて 13,026ha、下水道普及率は、約 89.7％

となっている。これまでの整備状況は、管渠延長約 2,649 ㎞（そ

のうち汚水管渠が約 2,350 ㎞、雨水管渠が約 54 ㎞、合流管渠が

245 ㎞）、汚水ポンプ場が 39 箇所、雨水ポンプ場が 2 箇所、マ

ンホールポンプ場が 304 箇所となっている。 

なお、平成 30 年度末の評価時点で、築造より 50 年が経過す

る管路施設（築造年度が昭和 44 年度以前）が約 120.5ｋｍとな

り整備済み総延長の約 4.5％となっている。 

課題としては、50 年経過管が今後急増する中、財源の縮小や職

員数の減小により、適切な維持管理を実施できなくなる恐れがあ

ることが挙げられる。 

【業務の状況】 

 業務の状況としては、予防保全型業務については、熊本市下水

道ストックマネジメント計画に基づき、合流区域の詳細設計及び

改築工事を競争入札にて実施している。 

 事後保全型業務については、清掃、害虫駆除、修繕、公共桝設

置等についてエリアを分け複数社の単価契約にて実施しており、



今後については、エリアごとに業務を一括化した単価契約の実施

を検討している。 

 その他業務については、不明水対策工事を入札工事にて行って

いる。 

 課題としては、職員数の減少による職員の負担増大及び維持管

理水準低下の懸念が挙げられる。 

④ 提条件 下水道管路施設の維持管理業務に限る。 

⑤ 業スケジュール（予定） 令和 5 年度（2023 年度）公募、契約、 

令和 6 年度（2024 年度）事業開始 

（２）対象地  

① 在地（交通情報含む） 熊本県 熊本市内全域 

②敷地面積  

③土地利用上の制約  

④所有者 市 

⑤周辺施設等  

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②施設の延床面積   

③建物の構成（構造、階数）   

④主な施設の内容、導入機

能 

  

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

  

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

 

 

 



4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 下水道管路  

②規模、能力 等 事業計画区域面積：13,026ha  

③運営状況 

( 運 営 主 体 、 事 業 手 法 

等） 

管渠延長約 2,649 ㎞（汚水管

渠：約 2,319 ㎞、雨水管渠：

約 54 ㎞、合流管渠：245 ㎞） 

 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

汚水ポンプ場：38 箇所  

 

■ 添付資料 

・熊本市の概況、熊本市下水道管路の概況、整備状況、下水道維持管理業務について、事業スキ

ーム（案）、質問事項（可能であれば御知見いただたい事項） 

・計画的業務（予防保全型業務）業務位置図（概要） 

・住民対応業務（事後保全型業務）【単価契約】業務位置図 

・住民対応型業務（事後保全型業務）委託業務・計画的業務（予防保全型業務）委託業務一覧 


